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人の手に頼らないサーバテスト、技術者の育成を可能に

「サーバテスト自動化・技術者トレーニングサービス」提供開始
12月2日（月）より ＢＦＴ名古屋支店にて

株式会社ＢＦＴ（東京都千代田区：代表取締役社長 小林 道寛、以下ＢＦＴ）は、名古屋支店にて、テスト
自動化ツール「Serverspec」を使ったサーバテスト自動化のサービス提供を開始しました。併せて、技術研
修プログラム「ＢＦＴ道場」の「ギノトレ（Serverspec）」にて現場エンジニアに受講可能にした「サーバ
テスト自動化・技術者トレーニングサービス」を12月2日（月）より提供開始することをお知らせいたします
。

【Press Release】

これまでは、サーバ構築後の設定確認といえば差分確認や目視による人手に頼った作業で行うことが多く、
サーバ台数が数十台から数百大に及ぶ中大規模のプロジェクトにおいてテスト作業は負担が大きく時間のかか
る作業でした。さらにテストを人手で行った場合、ヒューマンエラーによるミスが起こる可能性が高く、見逃
したミスがプロジェクトの進捗に影響を及ぼすこともありました。この問題を解消する為には、人手に頼らず
、ツールを使って機械的に一貫性のあるテストを行う事が近道です。「Serverspec」を利用すると、設定のテ
スト結果が分かりやすく出てくるため、原因となる要因の切り分けが容易に可能となります。

このような背景を踏まえ、ＢＦＴ名古屋支店では、テスト自動化ツール「Serverspec」を使ったサーバテス
ト自動化を行い、それにプラスして、「ＢＦＴ道場」の「ギノトレ（Serverspec）」を合わせて現場エンジニ
アに受講させる事により、この様な問題・課題を解決いたします。また、ギノトレはプロジェクトに合わせて
個別にカスタマイズする事ができるため、より実践に即した研修を実施することが可能です。研修が不要な場
合は設計のみでも個別に対応可能ですが、設計なしでのギノトレ研修のカスタマイズは不可となりエンジニア
のスキルアップのためにも、あわせての「ギノトレ（Serverspec）」受講をおすすめします。

【本サービスでできること】
①パラメータ設計書からのテストコード自動生成
②ServerSpecを使ったサーバの各種設定値の自動テスト環境の構築
③テストコード作成ノウハウの習得

ＢＦＴでは、2013年からIT未経験者をインフラエンジニアに育成する研修プログラムの構築を進めていま
す。2017年1月に提供を開始した「ＢＦＴ道場」は、これまでに延べ600名以上の方に受講していただいてお
ります。エンジニア未経験で入社した中途社員や新卒で入社した社員も受講しており、即戦力として活躍でき
るエンジニアを育成するノウハウが凝縮されています。

「ギノトレ（Serverspec）」の個別研修の実施経験もあり、また「Serverspec」の導入においても複数プ
ロジェクトでの実績も有するＢＦＴが、皆様のお手伝いをいたします。本サービスは先んじて、名古屋支店で
提供を開始し、今後は東京でも順次開始を予定しております。ぜひ、お問い合わせください。



ＢＦＴは「人とシステムをつくる会社」です。
システムづくりに加え、システムにかかわる人材の育成にも力を注ぎ、さらに豊かな社会の実現を目指してい
ます。

(1) インフラ基盤構築 サーバ環境構築・ネットワーク環境構築 ・クラウド環境構築
(2) システム開発 オープン系システム開発
(3) 教育サービス 「ＢＦＴ道場」 トレプラ・ギノトレ・チョイトレ

【会社概要】
社名 株式会社ＢＦＴ
設立年月日 2002年4月4日
資本金 9,990万円
代表取締役 小林 道寛 （Kobayashi Michihiro）
従業員数 380名（2019年4月時点）
住所 〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-6-5 丸の内北口ビルディング22階
公式HP http://www.bfts.co.jp/

【名古屋支店】
住所 〒460-0003 愛知県 名古屋市中区錦２丁目４-３ 錦パークビル２階
電話 052-211-7710 
E-mail info@bfts.co.jp

「ＢＦＴ道場」３つのコース

・トレプラ 新卒・若手社員向け、実践技術研修
マンツーマン指導で着実な知識習得

・ギノトレ トレンド技術を習得

ハンズオン形式で丸１日で技術習得

・チョイトレ 多様なコースから選択できて定額制・チケット制

スクール形式で３時間のトレーニング

【ＢＦＴ道場とは】
2017年1月に提供を開始した教育サービスで、これまでに累計1,000名以上の方に受講していただいております
。ＢＦＴ道場の研修は本当に活躍できるエンジニア育成をコンセプトに、自ら調べて仕事を進めることができる
状態まで育成することを目指しています。また、すべての研修コンテンツは実際にＢＦＴがプロジェクトで培っ
たノウハウを基にコンテンツ開発を行っています。そのため、一つの技術要素を学ぶ研修であっても、実際のシ
ステム構成を前提にしているため、必要な周辺技術についても理解できる内容となっています。さらに講師は現
役のSEが担当するため、机上の理論ではなく生きた知識を学習できます。


